
●平成29年度当初予算
●平成29年7月納付分から
　　　　　水道料金を改定します
●南部町職員構成表
●人事異動　他

今月の主な内容
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さくらまつりに合わせ法勝寺宿内で子ども歌舞伎のお練りが
華やかに行われました。（４月９日・法勝寺歌舞伎保存会）

さくら吹雪と法勝寺歌舞伎



歳入

《減ったもの》
●児童手当
　　　　　　　　　17,320万円→16,262万円（▲1,058万円）
●ライフサイエンス推進事業
　　　　　　　　　 337万円→ 0万円（▲ 337万円）
●農地耕作条件改善事業
　　　　　　　　　 1,000万円→ 0万円（▲1,000万円）
●林業者等休養福祉施設管理事業
　　　　　　　　　 1,626万円→ 119万円（▲1,507万円）
●少人数学級対応事業
　　　　　　　　　 1,700万円→ 1,000万円（▲ 700万円）
●地方債償還元金
　　　　　　　　　79,611万円→75,122万円（▲4,489万円）

≪増えたもの≫
●子育て支援センター（ネウボラ）運営事業
　　　　　　　　　　　232万円→ 716万円（ 484万円）
●在宅育児世帯補助金
　　　　　　　　　　　 0万円→ 1,050万円（ 1,050万円）
●水道統合事業出資金
　　　　　　　　　　　 0万円→11,522万円（11,522万円）
●がんばる農家プラン事業
　　　　　　　　　　　800万円→ 2,275万円（ 1,475万円）
●東西町公園整備事業
　　　　　　　　　　　 0万円→ 4,294万円（ 4,294万円）
●小中学校空調システム整備事業
　　　　　　　　　　　 0万円→18,164万円（18,164万円）
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平成29年度当初予算 一般会計
　68億9,200万円
　　　 （対前年度比10.2％増）

特別会計
　22億6,287万円
　　　　（対前年度比0.8％増）

　平成29年度当初予算は、人口減少・少子高齢化への対応を喫緊の課題と
し、移住者だけでなく地元住民にとっても暮らしやすいまちづくりを目指
した地方創生・移住定住施策の推進、子どもたちが成人するまで安心して
育てていくことができるための支援と環境整備を重点的に取り組むことと
し、予算編成を行いました。
　一般会計当初予算では、68億9,200万円を計上し、前年対比では10.2％
増となりました。その財源確保には基金からの繰入れを行い、計画した施
策を着実に実施できるようにいたしました。

≪増えたもの≫
●町税
　固定資産税　　　　　42,452万円→43,067万円（615万円）
　軽自動車税　　　　　 3,420万円→ 3,891万円（471万円）
●県支出金
　がんばる農家プラン事業補助金
　　　　　　　　　　　　　533万円→1,516万円（983万円）
　畜産・酪農収益力協力総合対策基金事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　0万円→1,248万円（1,248万円）
●繰入金
　公共施設整備基金繰入金　　　　　　0万円→13,044万円
　地域振興基金繰入金　　　　　　　　0万円→11,522万円
●町債
　小中学校空調システム整備事業債
　　　　　　　　　　 0万円→ 9,500万円（9,500万円）
≪減ったもの≫
●町税
　法人住民税　　　　　4,642万円→3,950万円（▲692万円）
●県支出金
　第三子以降保育料無償化等制度事業費補助金
　　　　　　　　　　　1,347万円→1,212万円（▲135万円）
●町債
　辺地対策事業債（林業者等休養福祉施設）
　　　　　　　　　　1,500万円→ 0万円（▲1,500万円）

平成29年度の南部町一般会計及び特別会計の当初予算の概要をお知らせします。

歳入

歳出

主な特徴

歳出
（性質別）

歳出
（目的別）

地方消費税交付金等
２億６，４０６万円
（３．８％）

諸収入
５，９８７万円
（０．９％）
分担金及び負担金
１億１，１０９万円
（１．６％）

財産収入等
１億３，３０９万円
（１．９％）

自主財源
２８．４％

依存財源
７１．６％

町税
9億２，５６６万円
（１３．４％）

繰入金
７億２，７２６万円
（１０．６％）

地方交付税
31億円
（45.0%）

地方交付税
31億円
（45.0%）

県支出金
５億９，１４９万円
（８．６％）

国庫支出金
５億５，１５８万円
（８．４％）

町債
３億９，７９0万円
（５．８％）

議会費等
１億８，８３１万円
（２．７％）

民生費
２０億５，６９７万円
（29.8%）

総務費
11億７，６１２万円
（17.1％）

総務費
11億７，６１２万円
（17.1％）

公債費
８億２２５万円
（１１．６％）

衛生費
８億３，８６９万円
（１２．２％）

農林水産業費
６億２，５５０万円
（９．１％）

教育費
６億９，５７６万円
（１０．１％）

土木費
５億８４０万円
（７．４％）

積立金等
８，０４６万円（１．２％）

災害復旧事業費
0.0%

貸付金、投資及び出資金
１億１，７７３万円
（１．７％）

人件費
１０億９，１０６万円
（１５．８％）

義務的
経費
40.1%

投資
的経費
11.2%

その他の
経費
48.7%

公債費
８億２２４万円
（１１．７％）

公債費
８億２２４万円
（１１．７％）

扶助費
８億７，２６２万円
（１２．７％）

普通建設事業費
７億７，０４０万円
（１１．１％）

補助費等
１６億５，２００万円
（２４．０％）

物件費
１１億１，８３８万円
（１６．２％）

操出金
３億８，７１１万円
（５．６％）



平成29年度当初予算
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　行革努力や公債費の繰上償還、起債の借入れの抑制により、平成23年度以降、起債残高に対する基金残高
と算入交付税との総額が上回るようになっています。

　農業集落排水事業特別会計は、会見処理場制御装置更新のため、前年対比8.6％増となっています。
　国民健康保険事業特別会計は、一般被保険者の保険給付費の増加が見込まれるものの退職被保険者の保
険給付費が減額となるため、前年度並みの予算規模となりました。

主な特徴

予　算　規　模　の　比　較 単位：万円

平成28年度当初予算

Ｂ

625,500

154,800

12,960

273

175

24,770

6,199

19,351

5,840

会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

墓苑事業特別会計

住宅資金貸付事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

公共下水道事業特別会計

太陽光発電事業特別会計

平成29年度当初予算

Ａ

689,200
155,800
12,985
277
144

26,890
5,667
18,682
5,842

差引額

A－B

63,700

1,000

25

4

▲ 31

2,120

▲ 532

▲ 669

2

対前年

A／B

110.2%

100.6%

100.2%

101.5%

82.3%

108.6%

91.4%

96.5%

100.0%

地方債現在高に対する基金残高と算入交付税の推移（普通会計）単位：千円

10,000,000

9,000,000

8,000,000

7,000,000

6,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000
平成20年
度末

平成21年
度末

平成22年
度末

平成23年
度末

平成24年
度末

平成25年
度末

平成26年
度末

平成27年
度末

平成28年
度末見込

平成29年
度末見込

地方債現在高

算入交付税
基金残高

地方債現在高
基金残高・
算入交付税
算入交付税
基金残高

8,985,220 8,585,038 8,446,165 7,860,388 7,426,799 7,276,694 7,370,549 7,069,958 6,735,580 6,484,470

7,996,100 8,034,556 8,343,701 8,540,543 8,559,553 8,752,834 9,245,678 9,378,750 8,913,926 8,137,622

5,431,907 5,353,370 5,470,577 5,350,998 5,168,628 5,212,167 5,518,147 5,445,098 5,187,569 4,994,170
2,564,193 2,681,186 2,873,124 3,189,545 3,390,925 3,540,667 3,727,531 3,933,652 3,726,357 3,143,452



役場の組織を変更しました
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平成29年４月１日から
役場の組織を変更しました

【問い合わせ先】総務課　☎66-3112

機構改革　組織図

　
南
部
町
で
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日

か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
、

機
構
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
変
更
と
な

る
部
署
や
業
務
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
今
回
の
組
織
を
変
更
す
る
主
な
ポ
イ
ン
ト

は
３
つ
で
す
。

①
子
育
て
支
援
課
を
新
設

②
建
設
課
と
上
下
水
道
課
を
統
合

③
町
民
生
活
課
に
総
合
窓
口
を
設
置

　
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
業
務
を
担
当

す
る
「
子
育
て
支
援
課
」
を
新
し
く
設
置
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
子
育
て
に
関
す
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策
を
、
健

康
福
祉
課
と
町
民
生
活
課
で
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
課
は
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て

の
保
護
者
へ
の
支
援
を
は
じ
め
保
育
所
、
学

童
保
育
、
児
童
館
を
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の

場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
環
境
に
す
る
た
め
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
専
門
的
な
組
織
体
制
を
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
内
に
新
設
し
ま
し
た
。

　
役
場
業
務
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
建
設
課
、

上
下
水
道
課
を
統
合
し
て
「
建
設
課
」
と
し

ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
建
設
課
地
籍
調
査
室
は
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
天
萬
）
か
ら

法
勝
寺
庁
舎
２
階
に
移
動
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
上
下
水
道
課
は
「
建
設
課
上

下
水
道
室
」
と
し
、
連
携
と
機
動
力
を
大
幅

に
ア
ッ
プ
し
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
法

勝
寺
庁
舎
の
町
民
生
活
課
に
「
総
合
窓
口
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
税
務
課
お
よ
び
町
民
生
活
課
で
発
行
す
る

証
明
も
一
つ
の
窓
口
で
対
応
し
、
皆
さ
ま
の

相
談
や
対
応
の
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
で
、

分
か
り
や
す
く
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ

た
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
の
新
設

建
設
課
と
上
下
水
道
課
を
統
合

法
勝
寺
庁
舎
に
総
合
窓
口

総合窓口サービスが始まりました～♪
お気軽に声をかけてください!(^^)!



水道料金を改定します
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平成29年７月納付分から

　水道料金を改定します
【問い合わせ先】建設課上下水道室　☎66‐4807

　南部町水道事業では、地域間で異なっていた一般用の水道料金を統一するために、平成29年７月納付分から
水道料金を改定します。また、事業の経営を改善するために、３年後の平成32年７月納付分から再び水道料金
を改定します。

料金改定の経緯
【料金の統一】
　南部町の水道料金は、合併後も西伯地区と会見地区、上水道と簡易水道（主に山間部）で異なった料金表
が運用されてきました。しかし、水道事業は町内で地区を分けず同じサービスを提供していることから、料
金を統一することが課題となっており、段階的に料金の統一が進められてきました。
　平成26年度には簡易水道の料金が上水道に統合され、この度一般用の水道料金を南部町で統一することと
なりました。
【経営の改善】
　一方、南部町の水道事業は人口減少に伴い収入が減少していることに加え、長い間料金水準の抜本的な見
直しを行っていなかったことで事業の経営基盤である料金収入が減少し、経営が大変厳しい状況に陥ってい
ます。このままの状況が続くと、古くなった水道施設を直したり替えたりすることができません。
　平成32年の料金改定は、このような水道事業の財政状況を改善し、子や孫の将来の世代に水道事業を引き
継ぐことができるようにするために行うものです。
　町は公共料金審議会から「料金統一と経営の改善のためには料金改定が必要である」と答申を受け、３月
議会定例会において平成29年と平成32年の水道料金を改定することが承認されました。

料金見直しの考え方
①平成29年度料金改定　（一般用水道料金の統一）
　　西伯地区一般用の水道料金を会見地区に統一して改定し、地域間の料金の隔たりを解消します。
②平成32年度料金改定　（適正料金へのすりよせ）
　　経営改善のため、一般用の水道料金を改定します。

料　金　改　定（目安） 消費税別途

※13㎜口径の水道メータをご使用される世帯の料金目安です

2,895円
会見地区
西伯地区

現行 新料金 現行 新料金

5,780円
2,380円
2,380円

5,695円
4,080円

4,080円
現行

2,380円
8,595円 5,780円
5,780円4,080円

7,480円

5,076円2,736円 7,516円

新料金

80㎥

7,480円

10,056円南部町

現行

60㎥

7,480円
11,595円

40㎥

新料金

H32年度
料金改定

20㎥
2ヶ月の使用水量

H29年度
料金改定
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子どもたちの声が響きわたる町
～未来へつながる～　子育てサポートプロジェクト №29

【少子化対策・子育て支援に関する問い合わせ先】子育て支援課（健康管理センターすこやか内）　☎66-5525

子育て豆知識　～子どもは遊びが仕事です～

　遊びは子どもの心と体の成長にとても大切です。特に幼児は遊びを通して感覚を
働かせ、運動をし、ものをつくり、想像します。近年は、テレビやゲームなどの普
及などさまざまな理由から、外遊びや外で駆けまわるような遊びを大人が意識して
子どもに体験させることが大切になってきました。
　暖かく過ごしやすい季節となりました。子ども同士で遊ぶ体験はもちろんですが、
親子や家族で一緒に近所を散策したり、遊んだりして楽しんではいかがでしょうか。

子育て支援課を紹介します
　平成29年４月から子育て支援課が新設されました。妊婦から乳幼児期・学童期までの一貫した支援体制を
強化するため、健康福祉課・教育委員会等と連携しながら子どもたちのすこやかな成長
を支えていきます。
　また妊娠・出産・子育てを切れ目なく支援するために、平成27年度から開設している
『南部町子育て包括支援センターネウボラ』も子育て支援課内に設置されています。

〈子育て支援課の担当する業務〉
　子育てに関することなど、ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。
　　●児童手当　　●乳幼児相談　　●保育園
　　●放課後児童クラブ　　●児童館
　　●子育てサークル　　●病児・病後児保育事業
　　●在宅育児世帯支援給付金　　●ブックスタート
　　●子育て応援ポイント　　●子育て応援パスポート
　　●ショートステイ　　●誕生祝い金
　　●保育施設等通園世帯ガソリン給油券の支給
　　●少子化対策に関すること

　南部町子育て応援ポイントが平成29年４月から再スタートしました。ポイントの付与期間は平成32年３月
までの３年間です。ポイント対象事業をご紹介します。
　●ネウボラ関係行事（子育て親育ち教室・子育て拠点施設行事等）　　●乳幼児健診
　●保育園関係行事（子育てセミナー・園開放等）　　●教育委員会関係行事（教育の集い等）
　ポイント対象事業については、広報なんぶ等でご確認いただけます。皆さんの参加をお待ちしております。

少子化対策・子育て支援事業として実施している『～未来へつながる～子育てサポートプロジェ
クト』関連事業や各種教室等を毎月紹介します。今回は「子育て支援課」の情報をお届けします。

子育て応援ポイント事業が再スタートしました！

お気軽にご相談ください
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着任のご挨拶 ４月１日より新たに２名の医師のほか14名の職員を迎えスタートしま
した。詳しい人事は17ページに記載していますのでご覧ください。

精神科医師　　太田　貴士
　この度４月から西伯病院の精神科に勤務しております太田貴士と申します。
鳥取大学卒業後、２年間の初期臨床研修の後、５年間中部の倉吉病院で精神科
医として勤務しておりました。
　大学卒業以来、久しぶりにこの地域に戻って参りました。最近はしばしば車
や散歩で出かけたりしていますが、あちこちで懐かしさや親しみを感じる毎日
です。
　医師としてはまだまだ若輩ではありますが、この地域の医療に少しでも貢献
し、また住民の方々のニーズにお応えできるよう精一杯努力する所存ですので、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

内科医師　　紙本　美菜子
　４月から西伯病院内科に勤務することになりました、紙本と申します。日南
病院内科、名和診療所、鳥取大学医学部附属病院での勤務を経てこちらに派遣
となりました。大山町出身の私にとって、春の桜といえば名和公園・名和神社
の桜でしたが、結婚して米子市在住となってからは毎年のように法勝寺の桜を
見に来ていました。今年は近くで見られて嬉しいです。
　将来は、だれでもなんでも気軽に相談してもらえる家庭医を目指して勉強中
です。微力ながら、地域のみなさんの健康について一緒に考えていきたいと思
います。どうぞよろしくお願いします。

■日　時　　６月20日（火）午後１時30分
■場　所　　西伯病院１階　地域交流ホール
■講　師　　木村　修院長
■内　容　「がんになりやすい人、なりにくい人」

■テーマ　『こころの健康』～認知症の予防～
■日　時　　５月12日（金）午前10時～12時
■場　所　　西伯病院エントランス
　　　　　　　　　　　１階地域交流ホール
■内　容　　看護相談（血圧・血糖測定・体脂
　　　　　　肪・血圧測定など）、認知症パネル
　　　　　　展示・相談・栄養相談、ほっと一息
　　　　　　「カフェ」、認知症予防体操（コグ
　　　　　　ニサイズ）

健康講座西伯病院看護フェア

診察日変更のお知らせ
脳神経内科の診察日が、６月より毎週木曜日に変更になります。
ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。　　　　　　

【問い合わせ先】西伯病院　☎66－2211
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糖
尿
病
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
高
脂
血

症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
で
治
療
を
受
け
て
お

ら
れ
る
方
は
年
々
増
加
し
、
南
部
町
で
も
生

活
習
慣
病
に
占
め
る
一
人
あ
た
り
の
医
療
費

は
、
県
内
で
２
番
目
に
高
い
と
い
う
結
果
で

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
何
ら
か
の
原
因

で
発
症
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
肥
満
、
特
に

内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た
肥
満
が
原
因
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
状
態
を
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

と
よ
び
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
、
糖

尿
病
や
脂
質
異
常
症
、
高
尿
酸
血
症
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査
が
「
特
定
健

康
診
査
（
特
定
健
診
）」

で
す
。

　
特
定
健
診
は
、
医
療
保
険
の
保
険
者
に
実

施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
南
部
町
で

は
南
部
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
を
中
心
に
、
平
成
28
年
度
は
６
月
か
ら
12

月
の
間
実
施
し
、
８
８
１
人
の
方
に
受
診
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
約
３
割
の
方
が
「
内
臓
脂
肪

型
肥
満
」
に
該
当
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
血
圧
」「
脂
質
」「
血
糖
」
の
検
査
値
に

お
い
て
、
い
ず
れ
の
リ
ス
ク
も
保
有
し
て
い

な
い
方
の
割
合
は
全
体
の
約
半
数
と
な
っ
て

お
り
、
約
５
割
は
何
ら
か
の
リ
ス
ク
を
保
有

し
て
い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
元
気
な
時
に
は
健
診
を
面
倒
に
感
じ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
知
ら
な
い
う
ち
に
悪
化
し
て

し
ま
う
事
も
あ
り
ま
す
。

　
健
診
は
半
日
程
度
で
終
わ
り
ま
す
。
忙
し

い
方
も
、
自
分
の
健
康
に
自
信
の
あ
る
方
、

な
い
方
も
、
ま
ず
は
特
定
健
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
ご
自
分
の
健
康
状
態
を
知

り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
健
診
を
毎
年
受
け
る
こ
と
で
、
体
の

状
態
の
経
年
変
化
が
わ
か
り
ま
す
。
日
々
の

生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が
引
き
起
こ
す
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
健
診
は
毎

年
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
健
診
は
た
だ
受
け
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い

な
い
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
な
ら
そ
れ
を
最
大

限
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
早
い

時
期
か
ら
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に

役
立
つ
保
健
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
健
診
結
果
説
明
会

　
健
診
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
結
果
説
明

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
説
明
会
で
は
健
診

結
果
の
見
方
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

食
事
や
運
動
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
各
地
区
で
毎
月
開
催
し

て
い
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
と
同
日
に
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

行
か
い
や
！
健
診
！

行
か
い
や
！
健
診
！

●
特
定
保
健
指
導
・
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ

　
教
室

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
し

た
方
に
、
特
定
保
健
指
導
の
ご
案
内
を
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
腹
囲
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
）

が
正
常
域
で
も
血
糖
で
異
常
が
見
ら
れ
た
方

に
、
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
の
ご
案
内
を
し

て
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
個
別
に
ご
案
内

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
コ
ツ
チ
ャ
レ
な
ん
ぶ

　
参
加
者
が
普
段
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
健
康
へ
の
自
己
管
理
を
し
、
生
活

習
慣
の
改
善
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
減
量
」「
歩
数
の
記
録
」
の
ど
ち
ら
か
を

目
標
に
、
11
月
か
ら
３
ヶ
月
間
挑
戦
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

南
部
町
の
傾
向

ま
ず
は
、自
分
の
健
康
状
態
を
調
べ
ま
し
ょ
う

健
診
の
上
手
な
活
用
法

【保健事業に関する問い合わせ先】
健康福祉課　☎６６－５５２４
町民生活課　☎６６－３３１６



教育委員会事務局　☎64-3787・64-3782

9 広報なんぶ　2017.5　№152

　
昨
年
８
月
か
ら
工
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
西
伯
小
学
校
の

プ
ー
ル
が
、
本
年
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
プ
ー
ル
は
昭
和
45
年
に
設
置
さ
れ
、
46
年
の

長
き
に
わ
た
り
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
老
朽
化
に
よ
り
管
理
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、

こ
の
度
全
面
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
プ
ー
ル
に
は
、
25
ｍ
の
大
プ
ー
ル
・
低
学
年
用
の

小
プ
ー
ル
を
は
じ
め
、
開
閉
式
テ
ン
ト
、
ト
イ
レ
、
コ
ー
ス

ロ
ー
プ
が
収
納
で
き
る
ベ
ン
チ
・
器
具
庫
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
な
ど
に
プ
ー
ル
の
水
を
飲
料
水
と
し
て
利

用
で
き
る
浄
水
装
置
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
に
は
西
伯
小
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典
に
あ
わ
せ

て
、
プ
ー
ル
開
き
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
新
し
い

プ
ー
ル
で
元
気
に
泳
ぐ
子
ど
も
達
の
姿
が
見
ら
れ
る
の
が
、

今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

西
伯
小
学
校
の
プ
ー
ル
が

　新
し
く
な
り
ま
し
た
！

西
伯
小
学
校
の
プ
ー
ル
が

　新
し
く
な
り
ま
し
た
！

西
伯
小
学
校
の
プ
ー
ル
が

　新
し
く
な
り
ま
し
た
！

日
本
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
会

　
　南
部
町
大
会
を
開
催
し
ま
す

みんな遊びに来てね

大会キャラクター
なんぶヌル丸

　
南
部
町
が
「
重
要
里
地
里
山
５
０
０
選
」
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
「
日
本
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
会
南
部

町
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
町
内
の
生
息
地
の
観
察
や
、
県
内
・
全
国
各
地
か
ら
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
関
す
る
研
究
報
告
も
行
い
ま
す
。
報
告

は
一
般
か
ら
も
募
集
し
ま
す
。
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保

護
に
関
す
る
研
究
な
ら
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
期
日
　
10
月
７
日
（
土
）
・
８
日
（
日
）

■
会
場
　
西
伯
小
学
校
体
育
館

■
主
な
内
容

●
各
地
か
ら
の
研
究
報
告

●
夜
間
観
察
会
（
町
内
）

●
現
地
環
境
観
察
（
町
内
）

※
参
加
者・
報
告
者
の
募
集
開
始
は
７
月
上
旬
頃
の
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
教
育
委
員
会
　
人
権
・
社
会
教
育
課

　
☎
６
４‐

３
７
８
２

今
月
の

 

お
せ
の
背
中
を
魅
せ
よ
う

　
今
、
一
番
輝
い
て
い
る
日
本
人
の
一
人
と
言
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
大
相
撲
で
、
感
動
的
な
二
場
所
連
続
優
勝
を
果
た

し
た
横
綱
稀
勢
の
里
関
の
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ

う
。
横
綱
昇
進
後
の
記
者
会
見
の
言
葉
が
、
南
部
町
で
進
め

る
お
せ
の
背
中
に
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

「
横
綱
は
常
に
人
に
見
ら
れ
て
い
る
地
位
だ
と
思
い
ま
す
。

　
稽
古
場
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
普
段
の
生
き
方
も
見
ら
れ

　
て
い
る
と
思
う
の
で
、
も
っ
と
も
っ
と
人
間
的
に
成
長
し

　
て
、
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
横
綱
に
な
り
た
い
」

　
私
た
ち
南
部
町
の
大
人
も
、
ど
う
行
動
す
る
か
の
前
に
、

ま
ず
は
常
に
人
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
し
ょ
う
。
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
「
見
せ

て
い
る
」
と
い
う
表
現
の
方
が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
手
本
と
な
る
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分
自
身
の
成
長
、
幸
せ
な
生
き
方

に
つ
な
が
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

通学路の写真です。新年度が始まって１ヵ月。
子どもたちはどのような様子で登下校している
でしょうか。あなたは通学路をどのように歩き
ますか。

機械室に設置された浄水装置

プール開きまであと１ヶ月！
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「ミカエル・セミナー」に参加して、人権感覚を磨きませんか
「ミカエル・セミナー」～自分をカエル・見かたをカエル～は、どなたでも参加できる
人権セミナーです。様々なテーマで年間に６回の開催を予定しています。また人権啓発
のつどいは「人権コンサート」を開催します。ご案内は町の防災無線でもお知らせしま
す。ぜひ、お出かけください。

平成28年12月16日「部落差別の解消の推進に関する法律」が公布・施行されました
　この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部落差別に関する状況の変化が
生じていることを踏まえ、全ての国民に基本的人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、部落差別は
許されないという認識の下にこれを解消することが重要な課題と鑑み、部落差別の解消に関し基本理念を定め、
並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、相談体制の充実等について定めることにより、部落
差別の解消を推進し、もって部落差別のない社会を実現することを目的とする。
　国及び地方公共団体の責務として『①相談体制の充実を図る。②教育及び啓発を行う。③部落差別の実態
に係わる調査を行う。』としています。（原文一部抜粋）

人権スタンプラリーに参加して「ミカエル」スタンプをあつめよう

　人権・社会教育課がご案内しているセミナーや地域で開催している人権学習会などの
人権に関する事業が対象です。（台紙がなくても受付がしてあればポイントになります。）
年間に５回以上の参加者は、次年度の第１回「ミカエル・セミナー」で表彰があります。
　平成28年度の表彰者は個人が71名、企業２社でした。

第１回 テーマ：「身近な人権」
◆会場　　プラザ西伯（法勝寺）
◆日時　　5月 25日（木）19：30～
☆平成28年度人権スタンプラリーの表彰
☆人権ワークショップ体験（参加型学習）

第２回 テーマ：「同和問題」
◆会場　　富有まんてんホール（天萬庁舎３階）
◆日時　　7月 18日（火）19：30～
◆講師　　中倉　茂樹さん
（徳島県人権エンタメ集団「友輝」）

第４回 テーマ：「病気にかかわる人の人権」
◆会場　　富有まんてんホール（天萬庁舎３階）
◆日時　　１１月29日（水）19：30～
◆講師　　特定非営利活動法人鳥取ダルク

第５回 テーマ：「子どもの人権」
◆会場　　プラザ西伯（法勝寺）
◆日時　　1月 15日（月）19：30～
◆講師　　米子児童相談所

第６回 テーマ「高齢者の人権」
◆会場　　富有まんてんホール（天萬庁舎３階）
◆日時　　3月 2日（金）19：30～
◆内容　　映画上映会
　　　　　「徘徊　マリリン87歳の夏」

人権啓発のつどい「人権コンサート」
　6月23日（金）①14：00開演（13：30開場）　西伯小学校体育館
　　　　　　　　②19：30開演（19：00開場）　富有まんてんホール
◆出演　　新垣　勉さん（テノール歌手）

あらがき　　つとむ

②は事前申込が必要です。
申込は６月上旬の全戸配布
チラシをご利用ください

第３回 テーマ：「性的マイノリティ」
◆会場　　プラザ西伯（法勝寺）
◆日時　　8月 21日（月）19：30～
◆講師　　土肥 いつきさん　　
（セクシャルマイノリティー教職員ネットワーク副代表）

ど　ひ



南部町立法勝寺図書館　☎66-4463　　天萬図書館　☎64-3791

暮らしの不安・・・まず無料相談もできます

５月の行政書士無料相談会

（原則、毎月第３水曜日に開催します。）
■日にち／５月17日（水）
■時　間／午前10時～午後１時　法勝寺図書館２階
■相談内容／相続・遺言・クーリングオフなど
　　　　　　※予約不要　　※秘密厳守
■主催／鳥取県行政書士会　■共催／南部町立図書館

５月のおはなし会

（原則、毎月第４日曜日に開催します。）

■日にち／５月28日（日）

■時　間／午前10時30分～

■場　所／天萬図書館

　　　　　おはなしの部屋
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電車の中でおはなし会 ～inさくらまつり～
　さくらまつり期間中の４月８日（土）、図書館運営協議会との共催で、
開放された法勝寺電車の中で、初めてのおはなし会を開催しました。
　当日は好天に恵まれ、15組の親子が当日配られた「電車ワッペン」を
胸につけて、電車のおはなしや手遊びを楽しみました。

手話講座 受講生募集！
◆日時　　毎月第３木曜日　午後７時～
◆場所　　法勝寺図書館２階　読書室
◆講師　　鳥取県聴覚障害者協会講師
◆受講料　無料
　※テキスト代972円が必要です。
　　くわしくはチラシをご覧ください。

　町内の「いきいきサロン」にお邪
魔して、音読教室やおはなし、本の
貸出しの出前をしています。今年度、
早速１回目のおはなし会をさせてい
ただきました。希望される地区があ
りましたら、図書館までご連絡くだ
さい。

よろしくお願いします！～職員紹介～よろしくお願いします！～職員紹介～

お
す
す
め
の
本
を
持
っ
て
集
合
し
ま

し
た
。
町
立
図
書
館
に
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今年度は新しい顔ぶれも加わって8名でスタートしました。皆さんのお役にたつ図書館をめざします。

【天萬図書館】
（左から）高橋、新井館長、太刀原、雑賀

【法勝寺図書館】
（左から）秦、田村、永見、原

当日の入場券とワッペン→
(運営協議会製作）



■むら・まち支え合い共生の里協働活動
　当協議会では米子市就将校区自治連合会と連携し、農地の保全活動や農産物の生産
販売、農村資源保存等に取り組んでいます。
　28年度は協働で高姫集落の遊休農地40aのソバ畑の草刈、ソバの播種を行いました。また農地保全のため畦
畔の草刈作業も実施し、秋には40aのソバ畑一面に花が咲き誇り、地域では見慣れた景色も就将校区の皆さん
にはとても新鮮に映った様子で、私たちも嬉しくなりました。秋には手打ちの新ソバを皆で楽しみました。原
木椎茸（茸王115号）の植菌にも挑戦しており収穫が楽しみです。
　今年度は農地保全活動やソバの栽培収穫の継続、子どもたちの清流遊びや竹林伐採材を利用しての箸や食器
づくり、バーベキュー交流会等も計画しています。
　本事業を通して、担い手不足が目立つ農村部においての活力増進と、市街地住民の農業農村保全意識の向上
を目指す農業政策的な取組みとしてだけでなく、交流人口の拡大を図りながら地域の日常を最大限に生かした
地域づくりを進めていきたいと考えています。ぜひ皆さんの参加をお待ちしています！
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まちの話題まちの話題まちの話題2017．5

上位入賞を目指して
消防ポンプ操法大会壮行会

満開のさくらもお出迎え
町内各小中学校入学式

　４月 10 日に町内各小中学校で入学式が行われ、新
１年生が学校生活をスタートさせました。
　会見小学校（伊田典穂校長）では新入生が在校生や
保護者に拍手で迎えられ入場。緊張した表情の中にも、
小学校生活への楽しみが溢れていました。
　伊田校長は「会見小 184 人の仲間と楽しい学校生
活を送りましょう」と呼びかけ、新入生は元気いっぱ
いに大きな声で「ハイ！」と返事をしました。保護者
は「元気に毎日通って欲しい」「友達がたくさんでき
るといいな」と、これからの成長が楽しみのようでした。
（町内小中学校の入学者数：会見小 21 人、会見第二
小３人、西伯小 52人、南部中 22人、法勝寺中 66人）

　４月13日、消防ポンプの放水作業に関し、その動作
の機敏さ、正確さを競う「第59回鳥取県西部消防ポン
プ操法大会」に向けた壮行会が、プラザ西伯で行われ
ました。今年度はポンプ車の部に南部町消防団西伯第
四分団が出場されます。
　壮行会では、町長及び団長から激励の言葉が述べら
れ、出場選手で指揮者を務める山根弘人さんは「大会
後に後悔することがないよう、また、充実した気持ち
で大会を終えられるよう練習に励みたい」と話されま
した。

あいみ富有の里あいみ富有の里あいみ富有の里

ソバの播種（H28.8） 原木椎茸の植菌作業（H29.3）

地域振興協議会　トピックス

むら・まち支え合い共生の里協定調印式（H28.7）

地域振興協議会
【住所】浅井938（いこい荘内）
　　　　  ☎64‐3504

６月開催予定の大会に向けて頑張ってください

笑顔いっぱいの１年生（会見小学校）



入居済みの物件です

　南
部
町
で
は
、
増
え
続
け
る
空
き
家
対

策
と
し
て
、
空
き
家
を
町
が
10
年
間
借
り

上
げ
、
簡
単
な
改
修
を
施
し
て
町
外
の
方

を
対
象
に
移
住
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
制

度
が
あ
り
、
な
ん
ぶ
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構

が
そ
の
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　家
賃
は
年
間
の
固
定
資
産
税
相
当
額
し

か
出
せ
ま
せ
ん
が
、
人
が
入
る
事
に
よ
り

管
理
が
不
要
と
な
り
家
も
長
持
ち
し
ま
す

し
、
10
年
後
に
は
改
修
し
た
家
を
お
返
し

い
た
し
ま
す
。
ま
た
更
新
も
可
能
で
す
。

な
お
、不
要
な
家
財
等
が
あ
る
場
合
は
、定

額
で
す
が
処
分
費
用
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

　昨
年
度
の
実
績
で
は
８
軒
の
改
修
を
し
、

18
名
の
方
々
に
移
住
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　南
部
町
へ
の
移
住
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
需

要
に
対
し
て
供
給
物
件
が
少
な
い
た
め
、

町
民
の
皆
様
か
ら
の
空
き
家
の
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
移
住
者
に
つ
い
て
は
事
前
に
区

長
さ
ん
と
面
談
を
し
て
、
お
互
い
に
合
意

形
成
さ
れ
れ
ば
入
居
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。理

事
長

　毎
川

　秀
巳

なんぶ里山デザイン機構だより

貸
し
て
い
た
だ
け
る
空
き
家
を
探
し
て
い
ま
す

【問い合わせ先】ＮＰＯ法人なんぶ里山
　デザイン機構本部　☎21‐1595
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空き家相談は、吹野におまかせください♪

南部町地域おこし協力隊に新隊員！
４月からに新たに１名の隊員が加わりました。皆さん、よろしくお願いします。

【特産品開発部門】
　お　ぐら　　　あ　み

小椋　歩実（32歳）
　出身：大阪府
　趣味：読書

【体験型観光部門】
しろがい　　けん　た　ろう

城貝　健太郎（25歳）
　出身：大阪府
　趣味：生きもの探し
　　　　食べる事

城貝　健太郎　☎30‐4822（南部町観光協会内）・小椋　歩実　☎66‐5115（南さいはく地域振興協議会内）

新隊員

南部町２年目の今年からは部門が変わり、観光協会
に籍を置いて活動しています。私のミッションは①
体験型観光メニューの発掘②民泊の推進③レンタサ
イクルの活用④観光情報の発信の４つ。自分だけで
は出来ない事ばかりですので、地元の方々に助けて
もらう事も多いと思います。今年もフルパワーで頑
張りますので、よろしくお願いします！

南さいはく地域振興協議会に籍を置いて活動中
です。大阪出身ですが、以前は奈良の山奥で農
業６次化の会社に勤めていました。その経験を
活かし、特産品開発をしていきたいと思ってい
ます。素敵なアイデアがあれば、ぜひお声かけ
ください。よろしくお願いいたします。



南部町職員構成表
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南 部 町 職 員 構 成 表 
○町長　陶山　清孝　　　○副町長　松田　繁　　　○教育長　永江多輝夫

平成29年４月１日現在
課・室等名

総 務 課
●総務室
●行財政改革推進室

企 画 政 策 課
●地域振興室
●企画戦略室

税 務 課
●税務室
●徴収対策室

町 民 生 活 課
●国民健康保険室
●町民サービス推進室

健 康 管 理 セ ン タ ー

健 康 福 祉 課
●健康支援室
●高齢者対策室

課長・所属長・氏名 課員・氏名
課 長
防 災 監

課 長
企 画 監

課 長

(法勝寺庁舎)
課 長

(天萬庁舎)

所 長
副 所 長
課 長

総務室
　66‐3112
行財政改革推進室
　66‐4803

南部箕蚊屋広域連合
　39‐6222

　66‐3113

　66‐4802
　

国民健康保険室
　66‐3116
町民サービス推進室
　66‐3114

　64‐3781

　66‐5524

唯 　 　 清 視
種 　 　 茂 美

大 塚 　 　 壮
中 田 　 達 彦

伊 藤 　 　 真

山 根 　 修 子

木 村 　 　 修
倉 立 　 　 至
糸 田 　 由 起

電　話　番　号
田村　誠
藤原　宰
後藤　由美　　亀尾　真哉　　石賀　志保
小林　公葉　　杉谷　元宏
室　貴之
田中　優美　　中前　元希
中原愛希子（非）　　前田　進（非）
生田　汐
湯浅香緒利（南部箕蚊屋広域連合へ派遣）
前田　知子（南部箕蚊屋広域連合へ派遣）
池田　祥子（南部箕蚊屋広域連合へ派遣）
細田　浩史（南部箕蚊屋広域連合へ派遣）
野村由里子（鳥取県へ派遣）
赤井　沙樹（鳥取県へ派遣）
加納　諭史
岩田　政幸
加藤　潤
赤井　佳子　　井筒　顕弘
勝部真理子

田中　堅司（非）

津田　由衣（非）

城貝健太郎
渡邉　悦朗
川上　稚子　　加納　真一　　石谷麻衣子
島田美奈子
遠藤　栄一（非）　　田辺　登（非）

泉　潤哉
舩原　美香
畑岡奈生子
陶山　博史
西尾香菜絵
汐田　恭未
井塚智枝美　　藤田　優紀　　髙雄　勇飛
爲國　沙耶
橋井日出子
赤井　遥香

吾郷あきこ
前田かおり
吉持　　肇　　村上　康恵
岩本真由美　　矢田貝明弘
石口　妙子
泉　絵梨子
加藤　香織　　清水　知代
田中　　哉
番原　佳子
遠藤　祥子（非）　　山崎　貴之（非）

課 長 補 佐
課 長 補 佐
主 幹
主 幹
主 任
主 事

社 会 福 祉 士
主 査
主 幹 保 健 師
主 事
社 会 福 祉 士
主 幹
主 事
課 長 補 佐
課 長 補 佐
主 幹
主 任
主 事

地域振興協議会
サポートスタッフ

移 住 ・ 定 住
プ ロ モ ー タ ー

地域おこし協力隊員
課 長 補 佐
主 幹
主 事

課 長 補 佐
主 幹
主 幹 保 健 師
主 任
主 事
保 健 師
主 事
主 事
主 幹
主 事

課 長 補 佐
課 長 補 佐
主 幹
主 幹
主 幹 保 健 師
主 任
主 任 保 健 師
保 健 師
保 健 師

（非）：非常勤職員
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課・室等名
福 祉 事 務 所

南 部 箕 蚊 屋 広 域 連 合
南部地域包括支援センター

子 育 て 支 援 課
●少子化対策・子育て支援室

す み れ こ ど も 園

ひ ま わ り 保 育 園

法 勝 寺 児 童 館
宮 前 児 童 館
産 業 課
●農林振興室

建 設 課
●まちづくり基盤整備室
●地籍調査室
●上下水道室

出 納 室
議 会 事 務 局

監 査 委 員 事 務 局

農 業 委 員 会 事 務 局

課長・所属長・氏名 課員・氏名
所 長

課 長

園 長

園 長

館 長

課 長

課 長

会計管理者
事 務 局 長

事 務 局 長
（ 併 任 ）
事 務 局 長
（ 併 任 ）

　66‐5522

　66‐5524

　66‐5525

　66‐2040

　64‐2824

　66‐5534
　64‐2197
　64‐3783

まちづくり基盤整備室
　66‐3115
地籍調査室
　36‐8555
上下水道室
　66‐4807
　66‐4801
　66‐4804

　64‐3792

岡 田 　 光 政

仲 田 磨 理 子

佐 々 木 美 和

岡 田 　 祐 美

杉 本 　 正 春

芝 田 　 卓 巳

田 子 　 勝 利

加 藤 　 　 晃
岩 田 　 典 弘

岩 田 　 典 弘

芝 田 　 卓 巳

電　話　番　号
潮　　真也
前田　憲昭
岡田　岳大
古曵　泰章
小木麻衣香（非）　　仲井　和子（非）
永栄　武也
前田　知子
細田　浩史
糸田　由起
岩本真由美
橋田　和美
谷本麻衣子
宮本ゆう子
角　　智美
古志真理子（非）
小川　美恵
福間富美子
山根　直美
安達　史織　　松原　伸　　遠藤　美香
小林　敦子　　古曵　泰子
北山　里美
精山　明夏
加藤　朝水（非）　　岩田　夏季（非）
岡田　　梓（非）　　金谷千恵美（非）
池田　明子（非）　　井東　真澄（非）
冨永　桃子（非）
高田　亜美（非）
西村　芳子
有田　真琴（非）　　松原　由香（非）
道川由利香
岩田　由美　　宅野　千夏
田部　晶子　　小林　真美
竹本　信哉　　天野　里美
水野　貴子（非）　　仲石　悠乃（非）
細田　優奈（非）
林　由香里
安達　明美（非）
羽田　康枝（非）
岡田千恵美（非）
竹中　智彦
桑名　俊成　　前田智恵子
頼田　泰史
細田　太一
田邉　留美（非）
小椋　歩実（非）
畑岡　宏隆
吉村　　隆
山尾　好行　　中尾　仁美　　後藤　広樹
益田　良介
荊尾　雅之　　中上　和也　　大前　　拓
野口　裕介　　金田　　章
上田　祐美
松本　聖美（非）
田村　　誠　　石賀　志保　　小林　公葉
杉谷　元宏　　田中　優美　　後藤　由美
室　　貴之　　中前　元希
田村　　誠　　石賀　志保　　小林　公葉
杉谷　元宏
亀尾　憲司

所 長 補 佐
主 幹
主 任
主 事

主任介護支援専門員
主 幹 保 健 師
社 会 福 祉 士
（ 併 任 ）
（ 併 任 ）
課 長 補 佐
主 幹
主 任
主 任 保 健 師

園 長 補 佐
室 長
主 幹 保 育 士
主 任 保 育 士
主 任 保 育 士
保 育 士
保 育 士
保 育 士
保 育 士
保 育 士
保 育 士

調 理 師
調 理 師
園 長 補 佐
主 幹 保 育 士
主 任 保 育 士
保 育 士
保 育 士
保 育 士
調 理 師
調 理 師
児 童 厚 生 員
児 童 厚 生 員
課 長 補 佐
主 幹
主 任
主 事
農産物加工指導員
地域おこし協力隊員
課 長 補 佐
上 下 水 道 室 長
主 幹
主 幹
主 事
技 師
主 事

書 記
書 記
書 記
書 記
書 記
局 長 補 佐



南部町職員構成表
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課・室等名
教 育 委 員 会 事 務 局
総 務 ・ 学 校 教 育 課
●総務・学校教育室

人 権 ・ 社 会 教 育 課
●人権・社会教育室

南 部 町 公 民 館

板 祐 生 記 念 館

西 伯 文 化 会 館
宮 前 隣 保 館

西 伯 小 学 校

会 見 小 学 校

会 見 第 二 小 学 校
法 勝 寺 中 学 校

南 部 中 学 校

図 書 館
法勝寺図書館

天萬図書館

西 伯 給 食 セ ン タ ー

会 見 給 食 セ ン タ ー
教 育 支 援 セ ン タ ー
さ く ら ん ぼ

選挙管理委員会事務局

課長・所属長・氏名 課員・氏名
教 育 次 長
課 長

課 長 ( 兼 )

館長（兼）

館長（兼）

館 長
館 長

館 長

統括所長(兼)

事 務 局 長

　64‐3787

　64‐3782
さいはく分館
　66‐3121
　66‐4755

　66‐3255
　64‐2164

　66‐2215

　64‐2016

　64‐2415
　66‐2009

　64‐2013

　66‐4463

　64‐3791

　66‐2006

　64‐2343
　64‐3701

　66‐3112

板 持 　 照 明
見 世 　 直 樹

板 持 　 照 明

永 江 多 輝 夫

永 江 多 輝 夫

百千田賢治(非)
新井　将司(非)

新 井 　 宏 則

板 持 　 照 明

唯 　 　 清 視

電　話　番　号

水嶋志都子
渡邊　睦美
本田　秀和
稲田美沙子

手嶋千恵里（非）

登田美奈子（非）

古都　好治（非）

野々村千映子（非）　　奥田まゆみ（非）

青木ひかり（非）
角田有希子
大塚　　幸
大下　真史　　田村　勝年　　佐藤　伸之
野口　　将
新井　則子（非）
原田　雅文（非）

中尾慶治郎（非）
猪原加代子（非）
野口　玲子（非）
石田　房恵（非）
中前　茂美（非）
石上美佐雄（非）
田邊佐弥香（非）
舩越　靖子（非）　　山根　愛子（非）
枝野　真実（非）
井塚加那子（非）
三村亜由美（非）　　西村　泰子（非）
荊尾　咲子（非）
永栄万紀子（非）
中　美穂子（非）
野口　栄子（非）　　梅原　裕子（非）
藤谷　直美（非）
ニコラス・マイケル・ライリ(非)
石田　瑞枝（非）
稲葉　　瞳（非）
岡田亜理沙（非）
グレアム・コープ（非）

田村　志乃
原　　則子（非）　　永見　邦子（非）
秦　紗耶香（非）
高橋　美晴（非）　　太刀原郁子（非）
雑賀　潤樹（非）
安藤　福美（県職）
小早川由佳（県職）
中田　幸子（県職）
河津　瑞久（非）　　早田　秀子（非）
荒井　文夫（非）
瀬尾　美恵（非）
田村　　誠　　藤原　　宰　　石賀　志保
小林　公葉　　杉谷　元宏　　亀尾　真哉
後藤　由美　　田中　優美　　室　　貴之
中前　元希

課 長 補 佐
総務・学校教育室長
主 幹
主 事

コミュニティ・ス
ク ー ル 推 進 員

特別支援教育コー
デ ィ ネ ー タ ー

幼 児 教 育 ・
保 育 専 門 員

スクールソーシャル
ワ ー カ ー

課 長 補 佐
人権・社会教育室長
主 幹
主 任
人権教育推進員
家庭教育推進員

副 館 長

学 芸 員 補 助 員
指 導 職 員
指 導 職 員
生 活 相 談 員
図 書 館 司 書
学 習 支 援 員
学 校 主 事
図 書 館 司 書
学 習 支 援 員
学 校 主 事
図 書 館 司 書
図 書 館 司 書
学 習 支 援 員
学 校 主 事
英 語 指 導 助 手
図 書 館 司 書
学 習 支 援 員
学 校 主 事
英 語 指 導 助 手

主 任
司 書
司 書
司 書
司 書
学 校 栄 養 教 諭
学 校 栄 養 職 員
学 校 栄 養 主 任
教 育 相 談 員

学 習 指 導 員
書 記
書 記
書 記
書 記



南部町人事異動

17 広報なんぶ　2017.5　№152

〇
異
動
　
　
　
平
成
29
年
４
月
１
日
付

【
総
務
課
】▼
主
幹
　
後
藤
由
美（
企
画
政
策

課
）▼
主
任
　
室
貴
之（
企
画
政
策
課
）

【
企
画
政
策
課
】▼
課
長
補
佐
　
岩
田
政
幸（
同

主
幹
）▼
主
任
　
井
筒
顕
弘（
産
業
課
）

【
福
祉
事
務
所
】▼
主
任
　
岡
田
岳
大（
建
設
課
）

【
健
康
福
祉
課
】▼
課
長
　
糸
田
由
起（
西
伯
病

院
）▼
課
長
補
佐
　
吾
郷
あ
き
こ（
南
部
箕
蚊

屋
広
域
連
合
）▼
主
幹
　
吉
持
肇（
建
設
課
）

【
子
育
て
支
援
課
】▼
課
長
　
仲
田
磨
理
子（
上

下
水
道
課
）課
長
補
佐
　
橋
田
和
美（
健
康
福

祉
課
）▼
主
幹
　
谷
本
麻
衣
子（
健
康
福
祉
課
）

▼
主
任
保
健
師
　
角
智
美（
健
康
福
祉
課
）▼

主
任
　
宮
本
ゆ
う
子（
町
民
生
活
課
）

【
建
設
課
】▼
課
長
　
田
子
勝
利（
同
課
長
補

佐
）▼
課
長
補
佐
　
畑
岡
宏
隆（
同
主
幹
）▼
上

下
水
道
室
長
　
吉
村
隆（
上
下
水
道
課
）▼

主
幹
　
山
尾
好
行（
健
康
福
祉
課
）▼
主
幹
　

益
田
良
介（
上
下
水
道
課
）▼
主
事
　
荊
尾
雅

之（
町
民
生
活
課
）▼
主
事
　
中
上
和
也（
上
下

水
道
課
）

【
産
業
課
】▼
課
長
　
芝
田
卓
巳（
建
設
課
）

【
人
権
・
社
会
教
育
課
】▼
人
権
・
社
会
教
育
室

長
　
大
塚
幸（
同
主
幹
）

【
総
務
・
学
校
教
育
課
】総
務
・
学
校
教
育
室
長

渡
邊
睦
美（
同
主
幹
）

南
部
町
人
事
異
動

（

　）
内
は
旧
職
で
す

　
【
図
書
館
】▼
館
長
　
新
井
宏
則（
鳥
取
県
人
材

開
発
セ
ン
タ
ー
）

【
西
伯
病
院
】▼
医
事
・
会
計
室
長
　
三
輪
祐
子

（
総
務
課
）

〇
復
職

【
ひ
ま
わ
り
保
育
園
】▼
主
幹
保
育
士
　
宅
野

千
夏

〇
派
遣

【
鳥
取
県
】▼
主
事
　
赤
井
沙
樹（
企
画
政
策
課
）

【
南
部
箕
蚊
屋
広
域
連
合
】▼
主
査
　
湯
浅
香

緒
利（
福
祉
事
務
所
）▼
社
会
福
祉
士
　
細
田

浩
史（
新
規
採
用
）

〇
新
規
採
用

【
総
務
課
】▼
主
事
　
中
前
元
希

【
企
画
政
策
課
】▼
企
画
監
　
中
田
達
彦（
鳥
取

県
）

【
町
民
生
活
課
】▼
主
事
　
爲
國
沙
耶

【
健
康
福
祉
課
】▼
保
健
師
　
番
原
佳
子（
再
任

用
）

【
建
設
課
】▼
技
師
　
野
口
裕
介
▼
主
事
　
大
前

拓【
産
業
課
】▼
主
任
　
頼
田
泰
史（
再
任
用
）

【
す
み
れ
こ
ど
も
園
】▼
保
育
士
　
精
山
明
夏

〇
退
職
　
　
　
平
成
29
年
３
月
31
日
付

▼
頼
田
泰
史（
産
業
課
）▼
山
口
俊
司（
健
康

福
祉
課
）▼
池
田
明
美（
図
書
館
）▼
番
原
佳

子（
健
康
福
祉
課
）▼
池
淵
育
美（
ひ
ま
わ
り
保

育
園
）▼
前
谷
覚（
福
祉
事
務
所
）▼
加
納
勤

（
建
設
課
）

〇
新
規
採
用
　
　
平
成
29
年
４
月
１
日
付

▼
渡
邉
学（
薬
剤
師
）▼
大
原
瞳（
看
護
師
）▼

山
本
貴
洋（
看
護
師
）柴
田
遙
香（
准
看
護
師
）

宮
倉
明
日
香（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）澤
谷
駿（
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
）▼
持
原
弘
幸（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）▼

渡
部
大
輔（
社
会
福
祉
士
）▼
岸
本
佐
由
子

（
精
神
保
健
福
祉
士
）▼
三
鴨
さ
つ
き（
看
護

師
）▼
高
丸
香
澄（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）▼
勝
部

友
加（
臨
床
検
査
技
師
）▼
朝
木
悠
加（
放
射

線
技
師
）

〇
派
遣

▼
紙
本
美
菜
子（
内
科
医
師
）▼
太
田
貴
士

（
精
神
科
医
師
）

〇
任
用
期
間
延
長

▼
木
村
修（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
）▼
倉

立
至（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
副
所
長
）

〇
退
職
　
　
　
平
成
29
年
３
月
31
日
付

▼
小
林
ま
ど
か（
内
科
医
師
）▼
大
月
絢
香（
精

神
科
医
師
）▼
前
田
仁
美（
看
護
師
）▼
柴
田

遙
香（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）▼
安
藤
さ
お
り（
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
）▼
石
田
理
恵（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）▼

大
橋
光（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）▼
井
上
晴
子（
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
）▼
三
鴨
さ
つ
き（
看
護
師
）▼
高
丸

香
澄（
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
）▼
佐
禮
尾
喜
良
子（
ケ

ア
ワ
ー
カ
ー
）▼
門
永
陽
子（
臨
床
検
査
技
師
）

▼
田
後
裕
基（
放
射
線
技
師
）

役

　場

西
伯
病
院

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

◆
爲
國
沙
耶
（
町
民
生
活
課
）

　
生
ま
れ
育
っ
た
南
部
町

の
た
め
に
貢
献
で
き
る
こ

と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

精
一
杯
励
み
ま
す
。

◆
大
前
拓
（
建
設
課
）　

持
前
の
明
る
さ
を
活
か

し
て
、
町
民
の
方
や
職
員

の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
野
口
裕
介
（
建
設
課
）

　
一
日
で
も
早
く
、
町
民

の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
職

員
に
な
れ
る
よ
う
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

◆
精
山
明
夏
（
す
み
れ
こ
ど
も
園
）

　
す
み
れ
こ
ど
も
園
の
保

育
士
に
な
り
ま
し
た
、
精

山
明
夏
で
す
。
至
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

◆
中
前
元
希
（
総
務
課
）

　
県
外
の
市
役
所
で
４
年

間
働
き
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し

ま
す
。

　
　
た
め
く
に
　
さ
　
や

　
　
お
お
ま
え
た
く

　
　
　
の
　
ぐ
ち
ゆ
う
す
け

　
　
せ
い
や
ま
は
る
　
か

　
　
な
か
ま
え
も
と
　
き



西伯病院職員構成表

部長　泉　敏弘

麻酔科

婦人科

部長　片山　章

整形外科

耳鼻咽喉科

総　務　室

小児科

医事・会計室

内　　科

名誉院長　細田 庸夫

事　務　部

副院長　高田　照男（精神科）

名誉院長　小松原 孝介

精神科、神経科

地域在宅医療部

名誉院長　田村 矩章

院長補佐　長渕　忠文（精神科）

栄養管理室

検査室

外　　科

歯　　科

　部長　　陶山　和子
　　（副院長兼務）
　副部長　高田　照男
　　（副院長兼務）
　副部長　中前　三紀夫
　　（事務部長兼務）
看護師長　高田　久美
　事務員　大塚　みよ子

放射線室

室長　渡邉　浩司
診療放射線技師
　　　朝木　悠加

医療局長　村田　裕彦（外科）
医　療　局医療技術部

　部長　　　宇田川　晃秀
　　（内科副部長兼務）
　技術部長　藪中　孝善

地域連携室
室長（看護師長）
　　　高田　久美
主幹社会福祉士
　　　仁田　あゆみ
社会福祉士
　　　渡部　大輔
精神保健福祉士
　　　加納　百合子
　　加藤　かよ
介護支援専門員
　　　井上　ひとみ

事務部長　　中前　三紀夫
事務部次長　井原　百合子

診療用及び治療用放射線
に関する業務

認知症疾患
医療センター

センター長
　　　高田　照男
室長（看護師長）
　　　高田　久美
主幹精神保健福祉士
　　　吉川　敦
主任臨床心理士
　　　末延　直樹

通所リハビリ
テーション室

所長　　田村　啓達
（リハビリテーション
部長兼務）
室長　　大久保　伸也
　　　（理学療法士）
看護師　三鴨　さつき
ｹｱﾜｰｶｰ　岡﨑　喬子
　　　　藤井　利恵子
　　　　高丸　香澄
　　　　小林　正子

精神科デイケア室
作業療法士
　　　　國貞　祥之
看護師　清間　みゆき
　　　　田中　千賀子

保健・医療・福祉の連携、他医療機関との連携、入退院調整、ケア
マネージメント、在宅医療

主任臨床検査技師
　　　小泉　美香子
　　　田邊　里絵
臨床検査技師
　　　福入　朋子
　　　勝部　友加

検体及び生理検査、その
他臨床検査に関する業務

室長　永井　志保
主任管理栄養士
　　　藤島　弘美

栄養指導、給食に関する
業務

重度認知症デイ
ケア室(らくらく)
主任作業療法士
　　　生田　真弓
精神保健福祉士
　　　草野　美保
　　　岸本　佐由子
主任看護師
　　　森井　和子
看護師　舩田　利都子
ｹｱﾜｰｶｰ　岩本　静香
　　　　西村　浩子

部長　　高田　照男
副部長　北村　夏子
医師　　太田　貴士
　（鳥大研修派遣）
非常勤医師
　　　　鎌田　修
　　　　細田　直子
主任臨床心理士
　　　　末延　直樹

部長　　山本　司生
副部長　宇田川　晃秀
　　　　田村　啓達
医師　　田村　矩章
　　　　紙本　美菜子
　　　　（県派遣）
非常勤医師
　　　　細田　庸夫
　　　　長谷川　純一
　　　　岡野　淳一
　　　　柳原　清孝
　　　　庄司　恭子

部長　　倉立　　至
非常勤医師
　　　　加須屋　浩
歯科衛生士
　　　　藤川　規子
　　　　妹尾　由美子
　　　　都田　美里

部長　堅野　国幸
非常勤医師
　　　廣岡　保明
　　　高野　周一
　　　黒田　博彦
　　　吉本　美和
　　　宍戸　裕二ほか

リハビリテーション科
部長　　田村　啓達
（内科副部長兼務）
副部長　泉　敏弘
（整形外科部長兼務）
副部長　高田　照男
（副院長兼務)

部長　村田　裕彦
　　(医療局長兼務)
非常勤医師
　　　藤原　和典
　　　久家　純子ほか

（脳神経内科）
非常勤医師
　　　高橋　正太郎
（放射線科）
非常勤医師
　　　大内　泰文

部長　村田　裕彦
　　(医療局長兼務)
非常勤医師
　　　大石　徹郎
　　　上垣　崇
　　　千酌　潤ほか

部長　堅野　国幸
　　(外科部長兼務)

　　室長　三輪　祐子

主幹　　足羽　靖弘
主任事務員
　　　　上田　美穂子
　　　　西村　奈穂美
事務員　加藤　貴美恵
　　　　小村　香織
　　　　黒金　ゆかり
　　　　仲石　悦子
　　　　杉原　千恵子
　　　　亀本　愛
　　　　勝田　朋美
　　　　富盛　久美

患者受付、入退院保険請求
人間ドック、健康診断
医療情報管理
現金出納
経営企画、情報管理
予算、財務統計
広報、電子カルテ

　室長(次長兼務）
　　　　井原　百合子
主幹　　石賀　俊彰
事務員　桑名　恵子
　　　　山根　厚志
　　　　岡田　依都美
　　　　稲村　香緒里
　　　　 （ﾘﾊﾋﾞﾘ兼務）
人事、給与、職員厚生、職員
研修、診療材料、文書管理、
施設整備、維持管理、防災、
廃棄物

　医療情報管理室
　室長　足羽　靖弘
（医事・会計室主幹兼務）

（産休、育休、休職等）
看護師　山﨑　絵利　 日野　久美
　　　　松田　麻理　 岩田　恵
　　　　川上　真理子　阿式　映子

歯科衛生士　　田後　鮎美
事務員　　　　仲田　美枝
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西　伯　病　院　職　員　構　成　表 平成29年４月１日現在

南部町訪問看護ステーション
（TEL 66－2912、FAX 66－4012）

副院長　陶山　和子（内科）

看　護　部

外　来

看護部長　田淵　智美

病院事業管理者職務代理者　院長　木村　修

院長　木村　修 （外科）
（健康管理センター所長兼務）

　事業管理者職務代理者　院長　木村　　修
　所　　　長　高田　久美（看護師長兼務）
　副　所　長　中前　三紀夫（事務部長兼務）
　主任看護師　三浦　玲子
　看　護　師　玉田　美香   　　糸原　広恵
　　　　　　　長谷川 千鶴子  　冨永　和美
　会計担当　　三輪　祐子

看護師長　　三谷　泉
副看護師長　吉持　由美子
主任看護師　石田　真由美
　　　　（中央材料室）
　　　　　　段塚　久子
　　　　（内視鏡室）
　　　　　　宇田川　明子
　　　　　　黒見　祐子
　　　　（内科）
内科　　　　湯浅　彩夏
　　　　　　長尾　有希
　　　　　　髙﨑　裕子
外　科　　　渡部　舞衣
整形外科　　安野　則子
　　　　　　小林　裕美
小児科　　　金田　優香
精神科　　　前田　ちとせ
中央処置室　渡邉　恭子

手　術　部

手術の管理運営に関する業務

　部長　　堅野　国幸
　　（外科部長兼務）
　　　主任看護師
　　　　　石田　真由美

薬　剤　部

薬品、調剤、製剤に関する業務

統括ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 　村田　裕彦
　（医療局長兼務）
薬局長　　　　門脇　弘美
　（調剤室長兼務）
病棟薬剤管理室長　仲田　こずえ
薬剤情報室長　北澤　ひとみ
薬剤師　　　　渡邉　学
調剤補助員　　尾崎　潔美
　　　　　　　加納　由理
　事務員　　　遠藤　直美

リハビリテーション部
　部長　　田村　啓達
　（内科副部長兼務）
　副部長　泉　敏弘
　(整形外科部長兼務）
　副部長　高田　照男
　（副院長兼務）
　副部長　梅林　みか
　（理学療法士）

理学療法室言語療法室 作業療法室
主任言語聴覚士
　　　天野　朋美
　　　田村　篤人

室長　赤井　理智子
主任作業療法士
　　　門脇　亮子
　（５F精神科病棟）
　　　生田　真弓
　　（らくらく）
　　　足立　沙知子
作業療法士
　　　河津　薫
　（４F精神科病棟）
　　　金田　まるみ
　　　内田　優花
　　　三原　大輝
　　　國貞　祥之
　　（精神科ﾃﾞｲｹｱ）

リハビリテーションに関する業務

室長
　　小村　麻奈美
　　大久保　伸也
（通所リハビリ室）
主任理学療法士
　　宮内　健
　　遠藤　竜治
　　野口　真衣
　　定光　崇
　　金田　匡弘
理学療法士
　　吉田　創之介
ﾘﾊﾋﾞﾘ補助員
　　稲村　香緒里

３階Ａ病棟
（一般病棟）

３階Ｂ病棟
（医療療養・介護療養）

４階病棟
（精神科病棟）

５階病棟
（精神科療養病棟）

看護師長　　高木　正吾
副看護師長　矢田貝 奈緒子
　　　　　　山本　秀人
看護師　　　坂本　眞由美
　　　　　　亀山　瑞江
　　　　　　西村　紀子
　　　　　　古澤　洋子
　　　　　　秦野　勝仁
　　　　　　木下　栄里奈
　　　　　　櫻内　史子
ｹｱﾜｰｶｰ　　　北峯　嘉代子
　　　　　　遠藤　身幸
　　　　　　岩田　恵美子
　　　　　　林　由佳
　　　　　　持田　淳子
　　　　　　林　涼香
　　　　　　種　まゆみ

看護師長　　秋田　佐紀子
副看護師長　藤　喜美代
　　　　　　多胡　順子
　　　　　　渡邉　美恵
　　　　　　平井　　豊
主任看護師　橋本　真介
看護師　　　内藤　美津子
　　　　　　田中　和枝
　　　　　　中嶋　章人
　　　　　　内藤　淳子
　　　　　　高平　みどり
　　　　　　金森　健介
　　　　　　浦冨　　剛
　　　　　　大塚　由梨
　　　　　　山本　貴洋
　　　　　　内田　直衛
　　　　　　都田　久美子
ｹｱﾜｰｶｰ　　　吉井　英子
　　　　　　北峯　達人
　　　　　　提島　知久
　　　　　　田代　崇史
　　　　　　持原　弘幸

看護師長　　秦野　久美子
副看護師長　金本　真知子
　　　　　　渡部　健二
主任看護師　大橋　美鈴
　　　　　　提島　春枝
　　　　　　三好　智恵美
看護師　　　三浦　富子
　　　　　　村上　由美子
　　　　　　林　正和
　　　　　　藤井　陽一
　　　　　　細田　瞳
　　　　　　大国　美穂
　　　　　　新竹　恵美
　　　　　　神田　優希
　　　　　　柴田　遥香
ｹｱﾜｰｶｰ　　　井田　知子
　　　　　　亀尾　恵
　　　　　　足羽　功
　　　　　　吉畑　幸子
　　　　　　内藤　夕希
　　　　　　石原　美里
　　　　　　松原　智子
　　　　　　宮倉　明日香
　　　　　　澤谷　駿

看護師長　　山根　真紀
副看護師長　内藤　俊樹
　　　　　　首藤　洋子
　　　　　　松田　祐樹
主任看護師　小谷　陽子
　　　　　　安井　直子
看護師　　　山形　和枝
　　　　　　森田　けい子
　　　　　　佐伯　雅美
　　　　　　白根　敬子
　　　　　　田中　まり子
　　　　　　廣山　香織
　　　　　　細田　大輔
　　　　　　持田　聖子
　　　　　　安田　幸枝
　　　　　　小倉　恵
　　　　　　秦本　菜
　　　　　　関　香芽里
　　　　　　吉畑　むつみ
　　　　　　小椋　美穂
　　　　　　大葉　薫
　　　　　　大原　瞳
　　　　　　遠藤　章子
　　　　　　田邊　沙文
　　　　　　清水　南保
ｹｱﾜｰｶｰ　　　池本　奈緒
　　　　　　恩重　知子
　　　　　　泉　由理
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衣類等を回収します

おしらせ2017．5
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回収日時・場所

【日時】 ５月28日（日）午前９時～正午
　　　　※雨天決行
【場所】 南部町役場　天萬庁舎
※集落のごみステーションには出さないでください。

回収品目
【回収品目】衣類、布団、シーツ類

【出し方】
●衣類は透明または半透明の袋に入れて出してください。
●布団類は十文字に縛ってください。
●ボタンやファスナーを取る必要はありません。
【料　金】無料
【その他】これまで通り「可燃ごみ」として出していただけ
　ますが、資源回収・ごみの減量化のため、ご協力をお願いし
　ます。

回収できるもの
シャツ、ズボン、スーツ、セーター類、ジャージ、和服、浴衣、
コート、ダウンジャケット、ナイロンジャンパー、スキーウェ
ア、靴下、布団(羽毛も可)、毛布、タオル、シーツ、ストッキ
ング、皮衣料品、玄関マット、絨毯、

回収できないもの
下着、布おむつ、医療系衣類、雨具、カーペ
ット、雑巾、便座カバー、マットレス、枕(そば
殻)、クッション(綿、ビーズ)

濡れていたり、湿っていたり、汚れて
いるものは対象外です。また臭いがき
ついものも対象外です。

ご注意ください！

【問い合わせ先】

　町民生活課　町民サービス推進室

　　●法勝寺庁舎内　☎66-3114

　　●天萬庁舎内　　☎64-3781

消費生活相談窓口です

間違いメールに返信したら「あなたに１億円渡したい!」と言われた
【相談】スマホに「昨日は楽しかったね。今度またお茶しようね」と親しげなメールが入った。知らないアド
レスからのメールなので無視していたが繰り返し届く。「お間違えではないですか」と返信した。相手は間違い
を詫び、「これを機会にメールをしませんか」と言ってきた。何度かメールのやり取りをするうちに相手の悩み
相談に乗るようになった。「話を聞いてもらっているのでお礼がしたい」と言われ、１億円という信じられない
金額を渡すとのこと。相手の誘導によって有料のコミュニティサイトに移動し、お金の受け渡しについて手続き
をするためにメールをした。メールのたびにサイトでのポイント購入費をクレジット決済した。いつまでたって
も手続きが終わらず１億円がもらえない。

⇨相手の狙いはサイトに払われるポイント購入費です。有料のコミュニティサイトでのメール交換はご注意くだ
さい。おかしいと思ったらメールをやめて、すぐに役場にご相談ください。

《消費生活相談窓口開設》
毎月、専門相談員が役場窓口に来室します。
■相談時間／午前９時～12時　　　　　
■場所・連絡先／南部町消費生活相談窓口（天萬庁舎1階　町民生活課）☎64－3781
※お近くの集会所などで、ご希望に応じて出前講座も行います。
※次回は５月11日（木）です。

可燃ごみの減量化の推進のため、衣類等の回収を行います。回収したものはリサイクル業者に引渡し、
固形燃料としてリサイクルされますので、皆様のご協力をお願いします。



おしらせ 2017．5
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三世代同居等のために住宅の新築、増改築をご検討中の方へ　南部町三世代同居世帯等支援事業補助金
　南部町三世代同居世帯等支援事業補助金は、町内における三世代同居の推進として住宅の新築、購入、増改築
及びリフォームを行う方に、その費用を助成するものです。

　平成29年4月から三世代同居世帯等支援事業補
助金の制度を一部拡充しました。
①これから三世代同居等をされる方（申請日に町外ま
　たは別集落に居住されている方）
②すでに実家で同居されていて、ご結婚後も同居され
　る方
③町内に住所を有する事業者(支店、営業所を含む)が
　施工（下請工事を含む）する場合は上限80万円を
　交付します。
※「三世代同居等」とは親、子、孫等の三世代で構成
　される家族が同居する世帯で、三世代目が15歳以
　下であること。ただし二世代目が35歳以下の夫婦
　であれば、三世代目は要しません。
※「同居」とは同じ家屋、敷地内の離れ、同じ集落の
　別地番が範囲です。
【補助の対象者】
　新築等に要した経費を負担し、つぎの要件を満たす方です。
①三世代同居等をされる方で申請日に町外及び別集落に居
　住されている方、またはすでに同居の家族が婚姻後も引き
　続き同居される方

②事業完了後引き続き３年以上にわたり、三世代同居世
　帯等を継続する見込みである方
③補助を受けようとする方及び同居の家族が、町税等を
　滞納していない方
④暴力団の構成員、及びその団体に所属していない方
【補助対象工事】
①工事に要する経費が10万円以上であること。
②倉庫、門扉など補助対象工事にならない工事があります。
　あらかじめ建設課にご相談の上で申請してください。
※この補助金の交付を受けようとする場合は、補助対象工事
　の着工前に申請書を提出してください。着工後は補助金を
　交付できません。
【補助金額】
　対象工事の３分の１の額で、上限は60万円です。
　ただし、町内の事業者が施工
　する場合は上限80万円です。

【申請・問い合わせ先】建設課　☎66‐3115

後期高齢者医療歯科健康診査（口腔健診）を受けましょう
後期高齢者医療制度に加入している人を対象に、歯・歯肉の状態や口腔清掃状態等をチェックす

る「歯科健康診査（口腔健診）」を実施します。口腔機能の低下や、肺炎等の疾病を予防するた

めに年に一度は口腔健診を受けましょう。

【健診の流れ】
①後期高齢者医療広域連合または町民生活課へ申込み
　ましょう。
②後期高齢者医療広域連合より受診券・問診票・受診
　できる歯科医院一覧等を送付します。
③送られた一覧から希望する歯科医院に申込みをして、
　「後期高齢者医療被保険者証」と「受診券」「問診票」
　を持参して健診を受けましょう。
④健診の結果を受け取り、詳しい検査や治療が必要で
　あれば医療機関を受診し、生活習慣を振り返り、改
　善できることは実践しましょう。

【健診内容】
　問診・噛む力や飲み込みの力の確認・舌の動きの確
　認・歯や歯肉の状態の確認
【受診費用】
　健診自体は無料ですが、その後に治療行為が行われ
　る場合は有料となりますので、十分な説明を受け、
　納得の上で治療を受けてください。
【受診期間】
　平成29年6月1日（木）～平成30年1月31日（水）
　※健診は同じ年度内に１回のみです。
【後期高齢者医療歯科健康診査に関する問い合わせ先】
　●鳥取県後期高齢者医療広域連合　業務課
　　☎0858‐32‐1095
　●町民生活課（法勝寺庁舎内）☎66‐3116



子育て・健康スケジュール 5月1１日～6月10日

毎月１日・15日は「ノーメディアデー」　　毎月第３日曜日は「かぞくの日」

５月15日・22日・29日・31日（図書整理日）・６月５日◆図書館休館日
▢問法勝寺図書館☎66‐4463
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場所内容 対象日時(受付時間)
◆乳幼児健診

乳児健診Ⓟ ４・７・10・12ヵ月児健康管理センターすこやか ５月31日(水)13:00～13:30

▢問健康管理センターすこやか☎66‐5524

認知症の方の家族のつどい 健康管理センターすこやか

◆家族のつどい

５月19日(金)10:00～12:00
※参加費100円（茶代）

認知症の方を介護している家族が
日頃の思いを話し合う場

場所 日時 内容
▢問健康管理センターすこやか☎66‐5524

５月11日（木）・６月８日（木）
（受付）9:00～10:00

子育て総合支援センター
　　　　　　　　のびのび

すこやか乳幼児相談

園開放Ⓟ ６月６日（火）９:30～11:00さくら保育園 さくら保育園☎64‐2065

５月16日（火）９:30～11:00

おはなし会 ５月28日(日)10:30～11:00天萬図書館おはなしの部屋 天萬図書館☎64‐3791

すみれこども園
　　子育て交流室あいあい

あいあい行事Ⓟ
　　　こいのぼりづくり

すみれこども園子育て交流室
☎66‐3208

子育て包括支援センターネウボラ
☎66‐5525　※予約不要

５月22日(月)・６月５日(月)
10:00～12:00

すみれこども園
　　子育て交流室あいあい

妊婦さんと
　ねんねの赤ちゃんの日

すみれこども園子育て交流室
☎66‐3208

５月30日(火)10:00～12:00
すみれこども園
　　子育て交流室あいあい

ハイハイよちよちの日
すみれこども園子育て交流室
☎66‐3208

◆子育て行事
日時内容 場所 問い合わせ先

にじいろポケット＆
かきっこクラブ合同Ⓟ

健康管理センターすこやか

◆子育てサークル

５月19日（金）10:00～12:00
子育て包括支援センターネウボラ
☎66‐5525　※予約不要

Ⓟ：南部町子育て応援ポイント対象事業

農耕車等にもナンバープレートの登録が必要です
乗用型の農耕トラクターやコンバイン等は、公道走行の有無に関わらず、ナンバー
プレート（課税標識）を付けることが必要です。これらの車両には軽自動車税が課
税されますので、ナンバープレートの無い農耕用機械等を所有している方は、印鑑、
車名、型式、車台番号の分かるものをご持参の上、税務課まで申告をしてください。
【申告・問い合わせ先】税務課（法勝寺庁舎内）☎66‐4802



相談・イベントなど 5月1１日～6月10日

毎週水曜日
9:00～11:30

日時

なんでも相談

場所内容

５月11日（木）
9:00～12:00

総合福祉センターしあわせ

天萬庁舎１階

行政手続きや人権に関する悩み事など
▢問人権相談：教育委員会事務局☎64‐3782
　行政相談：総務課☎66‐3112

消費生活に関するトラブルなど
▢問町民生活課☎64‐3781

生活全般の悩み事など
▢問南部町社会福祉協議会☎66‐2900

◆相　談
内容・問い合わせ先

消費生活相談日

５月17日（水）
10:00～13:00

法勝寺図書館２階
相続・遺言・成年後見等
▢問法勝寺図書館☎66‐4463

行政書士無料相談会

６月１日（木）
13:30～16:00

総合福祉センターしあわせ

総合福祉センターしあわせ

６月１日（木）
9:00～11:30

６月７日（水）
9:00～11:30

交流会館

人権擁護委員の日
特別人権相談

行政相談
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日時

５月12日(金)10:00～12:00西伯病院看護フェア

場所内容
◆イベントなど

問い合わせ先

▢問西伯病院☎66‐2211

▢問法勝寺図書館☎66‐4463

▢問町民生活課　☎64‐3781

▢問教育委員会事務局☎64‐3782

▢問企画政策課☎66‐3113
▢問町民生活課　町民サービス推進室
（法勝寺）☎66‐3114
　（天萬）　☎64‐3781

西伯病院
地域交流ホール

５月18日(木)19:00～法勝寺図書館手話講座①
みんな集まれ！あそぼう広場
「親子で作ろう、食べよう」

５月25日(木)19:30～プラザ西伯

▢問教育委員会事務局☎64‐3782５月21日(日)10:00～12:00えん処「米や」（法勝寺）

ミカエル・セミナー「身近な人権」
▢問天萬図書館☎64‐3791５月26日(金)18:00～20:00天萬図書館おとなの図書館

５月27日(土)10:30～12:00法勝寺図書館

５月28日(日)9:00～12:00天萬庁舎

６月６日(火)13:30～13:50天萬庁舎
６月６日(火)14:15～14:45法勝寺庁舎

サイエンス・アカデミー

各学校へお問い合わせください５月13日(土)町内小中学校土曜開校

狂犬病予防注射

衣類回収
※詳しくは20ページをご覧く
　ださい

庁舎敷地内全面禁煙のお知らせ

平成29年10月１日より庁舎敷地内(健康管理センターを含む)を、全面禁煙とさせていただきます。
※敷地内とは、庁舎の建物内及び駐車場(車内も)を含め庁舎敷地内全体を示します。

《禁煙に対する方針》
喫煙は喫煙者のみならず、周囲の人々に受動喫煙被害をもたらすことが証明されています。
有害物質は喫煙者が吸う主流煙より、たばこの先から立ち上る副流煙に多量に含まれている
ことが実証されています。一人でも多くの方に禁煙の必要性を理解していただき、より健康
な生活を始めていただくために庁舎敷地内全面禁煙とさせていただきます。皆様方のご理解、
ご協力をよろしくお願いいたします。

【問い合わせ先】総務課　☎６６－３１１２

５月18日（木）
13:30～16:00

多重債務・法律相談会
米子コンベンションセンター
５階第５会議室

多重債務やヤミ金融等【事前予約先】西部消費
生活相談室☎34-2648《受付時間》8:30～17:00



お
し
ら
せ

４
月
１
日
よ
り

消
防
法
令
違
反
の
建
物
を
公
表
し
ま
す

おしらせ2017．5
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※届け出時に広報への掲載を同意された方のみ載せています

３月16日～４月15日届出分　(敬称略)

5,251人

5,850人

11,101人

3,879世帯

　－15　人　

　－42　人　

　－27　人　

　－ 5　世帯

男

女

計

世帯数

人　口 　前月比　

3月31日現在

５月の税金・使用料

納付期限 ５月31日（水）

･固定資産税

･水道使用料

･公営住宅家賃

税金・使用料のお支払いは「便利・安心・

確実な」口座振替をぜひご利用ください

･学校給食費

･保育料

･放課後児童クラブ

　
建
物
を
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
４
月
１
日
よ
り
消
防
法
令
違
反
の
建

物
を
公
表
し
ま
す
。

　
重
大
な
消
防
法
令
違
反（※

）の
あ
る
建
物

を
、
鳥
取
県
西
部
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
各
消
防
署
・
出
張
所
で
確
認
で
き
ま
す
。

※

重
大
な
消
防
法
令
違
反
と
は
、
屋
内
消
火

　
栓
設
備
・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
・
自
動

　
火
災
報
知
設
備
が
未
設
置
の
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
西
部
消
防
局
　
予
防
課

　
☎
３
５‐

１
９
５
６

　
人
と
ペ
ッ
ト
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

ペ
ッ
ト
の
種
類
に
合
っ
た
飼
育
環
境
を
整
え
、

健
康
状
態
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。
家
族
の

一
員
と
し
て
、
最
後
ま
で
責
任
と
愛
情
を
持

っ
て
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

　
迷
子
に
な
っ
て
県
の
施
設
に
収
容
さ
れ
る

犬
や
猫
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
飼
い
主
の
連

絡
先
が
わ
か
る
首
輪
や
名
札
、
鑑
札
、
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
、
迷
子
に
な
っ
て
も

飼
い
主
の
と
こ
ろ
へ
戻
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

氏　名　　　　保護者　　  住　所

　　　　　　　　あん　な

◎田邉　杏奈　（大地・里奈）　　原
　　　　　　　　れん

◎渡部　蓮　　（大輔・美里）　　原
　　　　　　　　そう　た

◎井塚　颯太　（直樹・智枝美）　円　山
　　　　　　　　せん　き

◎上田　千騎　
（和宏・美穂）　円　山　　　　　　　　そう　ま

◎上田　爽馬　
　　　　　　　　みなと

◎雜賀　湊　　（満・茜）　　　高　姫

氏　名　　　 年  齢　　　　住　所

●新井　美　　75歳　　　天　萬

●加納　美晴　　95歳　　　　原

●岩田　候雄　　82歳　　　諸　木

●梅原　子　　97歳　　　御内谷

●寄田　喬　　　93歳　　　阿　賀

●長尾　恒男　　87歳　　　馬　場

●石田　律壽　　90歳　　　福　頼

●樋野佐江子　　85歳　　　三　崎

●細田　𠮷治　　87歳　　　福　頼

※

飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
時

　
や
、
野
犬
の
捕
獲
、
飼
う
こ
と
が
困
難
に

　
な
っ
た
犬
・
猫
の
引
き
取
り
に
つ
い
て
は
、

　
鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
生
活
環
境
局
　

　
生
活
安
全
課
　
動
物
・
自
然
公
園
係
（
☎

　
３
１‐

９
３
２
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
民
生
活
課
（
天
萬
庁
舎
内
）
　

　
☎
６
４‐

３
７
８
１

お
し
ら
せ

ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で

祐生出会いの館　展覧会のお知らせ

【第４展示室】
　４月１５日～６月５日　◆神社仏閣真景図展
　６月１０日～７月３１日　◆全国の駅弁掛け紙展
【第５展示室】
　４月２９日～６月２６日　◆小西玲子水彩画作品展
　　　　　　　　　　　　　　―仕事を支えた道具たち―
※詳細は２６ページをご覧ください
【問い合わせ先】祐生出会いの館　☎６６－４７５５
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（効能）セロリは香りが良く、気を巡らせてイライラやのぼせを緩和
し、ホタテは血液のめぐりをよくします。この時期はストレスもた
まりやすい為、セロリとホタテの食材を合わせることで、気持ちを
和らげてくれます。

①セロリは筋を取って、薄くスライス
　する。
②たまねぎは5㎜のくし型にする。
③卵は溶きほぐしておく。
④鍋に分量の水を入れ、鶏がらスープ
　の素とセロリ、新たまねぎ、ホタテ
　を加え、火にかける。
⑤④が煮えたら、薄口しょうゆと黒こ
　しょうを加え、味を調える。
⑥⑤に溶き卵をまわし入れ、ひと煮立
　ちさせ出来上がり。

《春のおすすめ食材》
セロリ、ほうれん草、せり、オレンジ
などのかんきつ類

材料(4人分) 作り方

（１食分）エネルギー89kcal・塩分0.9g

1/2本
1/2個
１個
８個

小さじ２
600㏄

小さじ２
お好みで

セロリ‥‥‥‥‥‥‥‥‥
新たまねぎ‥‥‥‥‥‥‥
卵‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
ベビーホタテ‥‥‥‥‥‥
鶏がらスープの素‥‥
水‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
薄口しょうゆ‥‥‥‥
黒こしょう‥‥‥‥‥

地元の食材で  春  の薬膳レシピ
セロリとホタテのスープ

南部町さくらまつり南部町さくらまつり

桜に負けない若い力の華やかさ桜に負けない若い力の華やかさ
　さくらまつりでは、多くの町民の皆様のおもてなしの心で地域の文化や
南部町の魅力を町内外に発信できました。
　その中で、大人の方に交じって子どもたちがお客様をもてなす姿も多く
目にすることができました。参加した子どもたちにとっては活動を楽しむ
だけでなく、活動を通して来られたお客様以上に地域の魅力を再発見でき
たと思います。また、お客様が喜ばれる姿をみたり、声をかけてもらった
りする中で、子どもたち自身の自己肯定感も高まったのではないのでしょ
うか。理屈だけではなく、実践・体験を通して南部町の子どもたちを育て
ていきたいものですね。

法勝寺子ども歌舞伎お練り 高校生サークルWith you 翼による桜餅と駄菓子販売 小・中・高校生による一式飾り

南部町指定無形文化財である「法勝寺一式飾り」の展示にあわせ、
４月８日・９日には各種イベントが催されました。桜の満開と時期
が重なった今年は、例年以上の人出でにぎわいました。

① ②

③
①本紹寺でのコンサート②常設展示場にも大勢の人

③桜も満開、天候にも恵まれました

はんどん楽校の児童によるクッキーや
あら汁・ご飯販売
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祐生出会いの館【緑水湖畔】　■休館日：毎週火曜日(火曜日祝日は翌日)　　■問い合わせ先：☎66-4755

特別展「小西怜子水彩画作品展－仕事を支えた道具たち」

４月29日(土)～６月26日(月)　
　小西怜子さんは美術館での絵画鑑賞が好きでしたが、退職後
のことが気になりだした折り、水彩画教室の広告を見て加入し
たことから、絵を描く楽しみに熱中するようになりました。
　翌年からは展覧会に出品するようになり、多くの賞を受賞し
ています。水彩画の世界をお楽しみください。

井上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影：桐原佳介

モンキアゲハ

南部町のいきものたち ◯122

■
ま
る
で
貴
婦
人

　
５
月
か
ら
秋
頃
ま
で
に
見
ら
れ
る

大
き
な
黒
い
チ
ョ
ウ
、
モ
ン
キ
ア
ゲ

ハ
。
存
在
感
の
あ
る
飛
び
方
に
、
目

立
つ
白
い
斑
紋
と
赤
い
三
日
月
模
様

は
、
他
の
ア
ゲ
ハ
類
と
も
区
別
が
し

や
す
い
特
徴
で
す
。「
黒
の
貴
婦
人
」

と
か
「
森
の
貴
婦
人
」
な
ど
の
表
現

が
添
え
ら
れ
る
の
も
頷
け
ま
す
。
温

暖
な
地
域
に
分
布
し
、
イ
ン
ド
、
東

南
ア
ジ
ア
、
中
国
、
台
湾
な
ど
で
も

見
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
蛹
が
越
冬
で

き
る
条
件
の
１
つ
と
し
て
、
年
平
均

気
温
13
℃
以
上
が
目
安
だ
と
か
。
日

本
で
は
西
日
本
を
中
心
に
分
布
し
て

い
る
チ
ョ
ウ
で
す
が
、
近
年
沿
岸
部

を
中
心
に
徐
々
に
生
息
地
の
北
上
が

み
ら
れ
て
お
り
、
宮
城
県
や
新
潟
県

で
も
観
察
記
録
が
出
て
い
ま
す
。

■
花
の
レ
ス
ト
ラ
ン
巡
り

　
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
は
、
実
に
様
々
な

花
を
訪
れ
ま
す
。
初
夏
の
ノ
ア
ザ
ミ

か
ら
始
ま
り
、
ネ
ム
ノ
キ
や
ク
サ
ギ

の
花
な
ど
少
な
く
と
も
南
部
町
で

は
10
種
類
以
上
の
植
物
を
利
用
し
、

受
粉
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
夫
婦
は
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
も

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
色
々
な
チ
ョ
ウ

と
花
の
組
み
合
せ
写
真
を
撮
影
し
た

い
と
長
年
追
い
続
け
て
い
ま
す
。
し

か
し
吸
蜜
し
て
い
る
時
間
帯
は
気
温

が
高
く
チ
ョ
ウ
も
元
気
に
飛
び
回
り
、

樹
木
の
高
い
梢
ま
で
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い

と
移
動
し
て
い
く
の
で
、
思
う
よ
う

に
取
材
を
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
ま
ま

で
す
。

■
紋
は
白
い
け
ど
紋
黄
？

　
漢
字
で
「
紋
黄
揚
羽
」
と
書
き
ま

す
が
、
写
真
で
の
斑
紋
の
色
は
白
で

す
。
実
は
羽
化
か
ら
間
も
な
い
時
は
、

白
い
紋
で
日
に
当
た
る
時
間
が
長
く

な
る
に
つ
れ
、
少
し
ず
つ
黄
色
味
が

か
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
標
本
な
ど

で
展
翅
さ
れ
た
も
の
は
、
文
字
通
り

黄
色
の
斑
紋
と
な
る
の
で
す
。
こ
の

貴
婦
人
は
、
柑
橘
類
の
葉
に
好
ん
で

産
卵
し
ま
す
。
特
に
山
林
に
多
く
生

え
て
い
る
カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
で
幼

虫
が
よ
く
育
つ
よ
う
で
す
。
も
し
か

し
た
ら
、
庭
先
に
ユ
ズ
や
サ
ン
シ
ョ

ウ
を
植
え
ら
れ
て
い
る
方
の
お
宅
で

も
、
産
卵
シ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。

自
然
観
察
指
導
員
　
　
桐
原
真
希

「ロープ」Ｆ60　小西怜子

地面のミネラルを吸うオス


